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　　Previously，　I　wrote　about　the　articles　of　dentistry　in　Guy　de　Chauliac’s　Chirurgia
magna．　At　the　time　1　used　Guerini’s　writing，　a　part　of　which　he　cited　from　Edouard　Nicaise’
sannoted　book，　Chirurgia　magna．
　　Recently，　I　read　Nicaise’s　book，　so　I　include　this　as　a　supplement　to　my　paper．
　　Supplement・heads　are　as　follows，
　　1．Bib】iography　of　Guy　de　Chauliac　gathered　by　Nicaise．
　　2．Study　of　dental　instrument　inserted　in　Nicaise’s　book．
　　3．Names　and　times　of　classic　medical　writers　cited　in　Chirurgia　magna　written　in
　　Nicaise’s　book．
緒 言
　筆者は，さきに14世紀の最も著明な外科医Guy
de　Chauliacの著作といわれるChirurgia　magna
における歯科学的記述について報告した1）．それ
は，Laurent　Joubertが新たに編纂したラテソ語
によるChirurgia　magna（1585年刊）の中の歯科
学的記述と2），Vincenzo　Gueriniが彼の歯科医学
史（1909年刊）3）に，Chirurgia　magnaの決定版と
　　　　メいわれるEdouard　Nicaiseによるフランス語の
注釈書（1890年刊）4）から引用した歯科学的記述と
を比較検討したものである．しかし，筆者はその
時にはまだNicaiseの注釈書を手にしていなかっ
たが，このたび，その注釈書を披見する機会を得，
前論文に追加すべき知見を認めたので，補遺とす
るものである．
Nicaiseについて
　ノEdouard　Nicaise（1838－96）は，パリのLaen・
nec病院で外科医として活躍する傍ら，医学史の
探求に心血を注ぎ，多くの業績を残した、とくに，
Guy　de　Chauliac（1890），　Henri　de　Mondeville
（1893），Pierre　Franco（1895）らの著作を新た
に編纂し，注釈書を作ったことが高く評価されて
本論文の要旨は、，第32回松本歯科大学学会総会（1991年6月8日）において発表された．（1991年6月8日受理）
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いる5）．NicaiseによるChirurgia　magnaの注釈
書は，La　Grande　Chirurgie　de　Guy　de　Chauliac
（以下Nicaise本とする）と題され，1890年にパ
リで出版された（図1）．
Nicaise本の内容
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ジ，Chirurgia　magnaのフランス語訳で，脚注付
きの主文が667ページ，用語集が47ページ，外科用
器具を一まとめにした図版が4葉，主な内容に見
合った古い手稿を挿絵としたもの7図から構成さ
れている（表1）．
　序論の中で最も注目に値するものは，14世紀か
ら19世紀までのGuy　de　Chauliacに関する書誌
（Bib】i6graphie）（表2）で，　Gueriniは「Nicaise
の注釈書は，ヨーロッパ，アメリカの図書館に所
蔵されている34に及ぶGuyの手稿を参照して作
られたものである」述べているが3），それは，表2
のA「大外科学（Chirurgia　magna）の手稿」の
部分を転載したに過ぎない．この他にも，NicaiSe
は，表2にみられるように，多数の手稿や出版物
が存在することを紹介している．また，印刷物の
cr大外科学の注解と要約」の中にGuidonと呼ば
れるものがあるが，これは，Chirurgia　inagnaの
仏訳書を要約したもので，ギュイ（Guy）と案内書
という意味のギド（guide，英語ではガイド）が語
呂合わせされていて，ラテン語の知識に乏しかっ
表2　14世紀から19世紀までのGuy　de　Chauliacに
　　　関する書誌（丘．Nicaiseによる）
手稿（1363－1478）
　A．大外科学（Chirurgia　magna）の手稿
1．ラテン語手稿　22
m．フランス語手稿　4
V．イタリア語手稿　1
W．オランダ語手稿　1
B．大外科学の断片，注解，要約
II．プロバンス語手稿2
1V．英語手稿　3
VI．ヘブライ語手稿　1
断片　7　　注解　4　　要約　5
図1　Nicaise本の扉
　　　ノ表1：E．　Nicaise　r9　“La　Grande　Chirurgie　de　Guy　de
　　　Chauliac”の内容
　　　A　序論
1　科学的業績からみた中世
II　14世紀以前の医学と外科学，　Guyによって引用された
　　著作者と著書にみる医学の学説
III　14世紀の医学と外科学についての随想
IV　Guy　de　Chauliacの伝記
V　14世紀から19世紀までのGuy　de　Chauliacに関する書
　　誌学
VI証拠書類
vn　Guyの仕事に関する文献
　　　B　大外科学（Chirurgia　magna）
　　　C　語彙
1　薬物の語彙
II　器械の語彙（図版付）
m　解剖学，病理学，古いフランス語などの語彙
C．小外科学（Chirurgia　parva）
　　手稿　6
印刷物（1478－1890）
　A．大外科学の出版
　　1．Nicolas　Panis版　3
　　3．イタリア語版　3
　5．リヨンのラテン語版　6
　　7．カタロニア語版　2
　　9．Falcon版　9
　11．L．　Joubert版17
　B．大外科学の断片
　1．序章　6
　3．皮膚疾患について　1
　C．大外科学の注解と要約
　注解
　LG．　des　lnnocens版　3
　3．Courtinによる注解　1
　5．第6分冊についての注解　2
　要約
　1．Guidon　22
D．小外科学　5
2．Sy㎎』Qlampi任版　4
4．ベニスのラテン語版　8
6．Tagault版　1
8．オランダ語版　4
10．Canappe版10
12．S．　Mingelousaulx版　2
2．解剖学　3
2．F．　Ranchin版　6
4．序章についての注解　1
2．L．　Verducによる要約　12
E．大外科学の新版（1890年E．　Nicaise　｝zよる）
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た床屋外科医の参考書として使われ，外科医とし
てよく知られたAmbroise　Par6もこれで学んだ
という6）．
外科用器具について
　Gueriniの歯科医学史の中に引用されているの
で，前論文では省略したが，Chirurgia　magnaの
第6分冊，第2教科，第2章，第5部「歯疾の一
般用語（または，歯疾総論）」の中に，歯科専門家
が歯科的疾患の治療に際して，用意しなければな
らない器具として，表3に示すような10種類の器
具が挙げられている．しかし，その形状や使用法
についての記述がないので，主にNicaise本の外
科用器具の図版と解説を参照しながら，その姿を
追ってみた．
　1．（F）rasoirsカミソリ，（L）rasoriis（Fはフ
ランス語，Lはラテン語の略，また，日本語訳名
の無いものは，手許の辞書に見出し語がなかった
ものである）
　rasoirsは，英語でいうrazorカミソリのこと
で，刃物を表すと考えられる．Nicaiseの図版に
は，図2に示すように，A：Faucille（鎌型メス），
B：Lancette，　C：Rasoirの3種類に属する刃物
が挙げられている．歯科用には，図2の右側下か
ら4番目にある細身のrasoirのように，小さな刃
のものが使用されたのではないかと想像される．
　2．（F）rapesオロシガネ，ヤスリ，（L）
raspatoriis骨膜剥離器
表3：Chirurgia　magnaに記載された歯科用器具
　1．（F）rasoirs　剃刀
　　（L）rassoriis
　2．（F）rapes　　オPtシガネ，ヤスリ
　　（L）raspatoriis　骨膜剥離器
　3．（F）spatumes　droits　et　courbes
　　（L）spatuminibus　rectis　et　curuis
　4．（F）esleuatoires　simples，　et　a　deux　branches
　　（L）1euatoriis　sirnplicibus，　et　cum　duobus　ramis
　5．（F）tenailles　dentelees　鋸歯状のヤットコ
　　（L）tenaculis　dentatis
　6．（F）esprouuetes
　（L）probis　probo試す
7．（F）camules　canule管，カニューレ
　（L）CannUliS　　　CanUla套管，　，」、管
8．　（F）deschaussoirs
　（L）scalpris
9．（F）tarieres
　（L）terebellis
10．（F）1imes
　（L）limis
　小形ナイフ，ノミ
　穿孔機
　terebra穴をあける道具，キリ
ヤスリ
ヤスリ
　rapesとraspatoriaは，訳名からみると全く異
なったものである．これに相当すると思われるも
のは，図版の中に見当たらないが，Gueriniは，’ヤ
スリのことではなく，raspatoriaはscraper（スク
レーパー，掻く道具）であると述べている．・scraper
1．　（F）rasoirs
　（L）rassoriis
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3．（F）spatumes　droits　et　courbes
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Albucasisの手稿から一エレベーター
　　　　　図3
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であれぽ，後出のスケーラーと考えられる．
　3．（F）spatumes　droits　et　courbes，（L）
spatuminibus　rectis　et　curuis
　この見出し語は，手許の辞書に見当たらず，図
版にもspatumesはなかったが，　Gueriniは，
spatumesは1ないし2個の刃を持つ器具で，形
態は多様であるが，一般には小さいものであると
述べている．筆者は，これに似た用語spatula（ヘ
ラ，匙器）から図3のAにある両頭の骨膜起子
（elevatoire）をこれに当ててみたい．
　4．（F）esleuatoirres　simples，　et　a　deux
branches，（L）1euatoriis　simplicibus，　et　c㎜
duobus　rarnis
　単または二又のエレベーターで，Nicaiseの図
版の解説では，ともに抜歯に用いると書かれてい
5．　（F）tenailles　dentelees
　（L）tenacu】is　dentatis
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Albucasisの手稿から一鋸歯状鉗子
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C
る（図3のB）．図3のCは，Albucasisの手稿に
あるエレベーターとされているが，中に二又のエ
レベーターがみられるη．
　5．（F）tenailles　dentelees鋸歯状のヤットコ，
（L）tenaculis　dentatis
　これは，Nicaiseの図版にみられる鋸歯状鉗子
（図4のA）で，Albucasisの手稿にも同型の鋸歯
状鉗子がみられる（図4のB）．Nicaiseは，これ
は胎児の頭を砕くために用いるとしているのに対
し，Hoffmann・Axthelmは，抜歯用であって，歯
をしっかり把握するために鋸歯状になっていると
説明している7｝．tenaille（鉗子）として他にもい
くつか図示されているが，　Nicaiseは，形の小さい
ものは，抜歯にも用いられるとし，とくに，図4
のCは抜歯用のtenailleであると解説している．
前論文で述べたように，ここで，Joubertは，　Par6
の抜歯用器具の図版（鉗子1，ペリカン3）をそ
のまま引用しているが，Nicaise本では，逆に
Par6が引用したこの鉗子とペリカンだけである．
なお，ペリカンの力の働き方は，樽のタガを締め
る道具（図4のD）の働きに似ているという8｝．
　6．（F）esprouuetes，（L）probis
　ともに「試す」という動詞からきている用語で，
Nicaiseは，消息子であると述べている．この他，
Nicaiseの図版に，掘削用の消息子として，カ
ニューレ状で水抜きのための消息子が図示されて
いる（図5のA）．さらに，Nicaiseは，　Tasteの
名称で，図5のBのような消息子をあげているが，
これは，傷の中に入り込んだ異物を探るために使
用するという．歯科用としては，嚢胞の内容物や
軟組織に迷入した異物の除去にでも用いたのであ
ろうか．
　7．（F）cannules管，カニューレ，（L）cannulis
套管，小管
　図6のAは，有窓カニューレといい，口蓋垂切
除用のカニZ－一一レである．前論文に記載した
96
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　　　図4
6．　（F）esprouuetes
　（L）probis
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Joubertの図版と同じものである．図6のBは，焼
灼用カニューレで，熱した棒を周囲組織を保護す
るための套管の中に挿入して焼灼する器具であ
る．図6のCは，Albucasisの手稿にある焼灼用カ
ニューレであり，図6のDは，15世紀半ば頃の手
稿にみられる，歯髄焼灼にカニューレを使用して
いる図である7｝．
　8．（F）deschaussoirs歯膜剥離器，（L）scalpris
小形ナイフ，ノミ
　Gueriniは，　deschaussoirを歯肉メスであると
しているが，deschaussoirには，手許の仏和辞典
に①歯膜剥離器②樹木の根の土を除く道具，とい
う訳が付いている．①の歯膜剥離器は，意味不明
7．　（F）cannules
　（L）cannulis
8
な訳語であるが，②の訳語と考え合わせると，ス
ケーラーではないかと想像される．図7のAは
Albucasisの手稿にあるスケーラーであるが，な
かにメス形のものもあるので，一層その感を深く
する7）．Nicaiseの図版には，両者とも記載されて
いない．
　9．（F）tarieres穿孔機，（L）terebellis穴をあ
ける道具，キリ
　これは，trepan（穿孔機）のことで，　Nicaiseの
図版には，図8に示すような形態のものが挙げら
れているが，これらは，みな骨用のものである．
図8の下の1組は，尿道結石を砕くためのもので
あるという．このような細いものや小さいものが，
歯の穿通や削去にもちいられたのではないかと考
えられる．
10．（F）limesヤスリ，（L）limisヤスリ
　これも図版には載っていないが，当時の歯科用
A
B
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Albucasisの手稿から一ヤスリ
　　　　　図7
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ファイルとしては図7のBとCに示したものが，
使用されていたと想像できる．
Cuyが引用した古典の著作者
　Chirurgia　magnaは，ギリシャ，ローマ，アラ
ビア医学の著作の集大成に過ぎないという批判が
あるが，Guy　de　Chauliacが引用した古典の著作
老の名とその回数は，表4の通りである．これと
同じものは，Joubertの本にも掲載されている．
Galen890，　Avicenna　661，　Albucasis　175，　Rhazes
161，Halyabbas　149，　Hippocrates　120，　Lanfranc
102，Roger　92，　Aristotle　62らが，引用回数も多
く，良く知られた著作老である．
考 察
　筆者が，さきに紹介したGuy　de　Chauliacにお
ける歯科学的記述は，Laurent　Joubertのラテン
語注釈書によるものであった．このたび，Chirur・
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9．　（F）tarieres
　（L）terebellis
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　　　　　　　　　　　　　　　ノgia　magnaの決定版といわれるEdouard　Nicaise
　によるフランス語注釈書を披見したが，同書にあ
　るNicaiseが収集し，整理したGuy　de　Chauliac
　に関する書誌学をみると，その手稿，印刷物の類
　は，驚くほど膨大なもので，Chirurgia　magnaが，
　初めて印刷されたという，1478年を境に手稿と印
　刷物は，はっきり分けられている．手稿としては，
　Chirurgia　magnaの手稿が34点，　Chirurgia
　magnaの断片，注解，要約の手稿が16点，　Chirur・
　gia　parva（ノ］・外科学）の手稿が6点である．印刷
　物としては，Chirurgia　magnaの出版が言語別，
　編者別に分けて計69点，Chirurgia　magnaの断
　片，注解，要約の出版が57点，Chirurgia　parvaの
　出版が5点となっている．
　1478年に初めて印刷されたChirurgia　magna
は，Nicolas　Panisによるフランス語訳で，リヨソ
で出版された．これが，前述のGuidonのもとに
なったといわれている．これらのことが，Nicaise
のGuy　de　Chauliacに関する書誌学の中に細かく
記載されていて，Joubertの編集によるものは，
1585年のラテン語のもの（筆者が前論文で紹介した
もの）1点を除いて，すべてがフランス語の訳本
で，共著のものを含めて合計17版にも及ぶという．
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　序論の中にある14世紀以前の外科学と医学の歴
史やGuy　de　Chauliacの伝記などは，医学史の上
からみても貴重な文献といえよう．
　Nicaise本の主文であるChirurgia　magnaの
内容は，Joubert本の内容とほとんど同じである
が，Nicaise本が脚注であるのに対し，　Joubert本
の注釈は，後部に一括されている．
　外科用器具の図版についてみると，Nicaise本
とJoubert本の両者に共通して収載されている器
具が大部分であるが，Nicaise本ではAlbucasis
から，Joubert本ではPar6から引用されているた
めか，器具の一部に共通していないものが見受け
られる．
ま　　と　　め
　Edouard　N　icaiseによるChirurgia　magnaの
注釈書から，Guy　de　Chauliacに関する書誌と歯
科用器具について考察し，前論文に対する補遺と
したが，Nicaiseの注釈書がChirurgia　magnaの
決定版といわれる内容を備えた名著であることを
知った．
　稿を終わるあたり，終始有益なご助言を賜った
松本歯科大学　橋口緯徳教授に深く謝意を表しま
す。
付
Nicaise本に挿入された図版について
　Nicaise本には，前述の外科用器具の図版の他
に，口絵1と本文の内容に見合った挿絵6が掲載
されている．いずれも14・15世紀の手稿の絵を図
版としたもので，医学的にみても価値があると思
われるので，転載して紹介する．
　図9．Nicaiseは，口絵として，「14・15世紀の
講義室」と題されるこの図を使った．Hoffmann
－Axthelmによれぽ，1461年の手稿にみられる中
世の大学における講義風景で，Bemhard　Gordon
（注：1285年から1307年まで，モンペリエで講義
を行ったスコットランド人医師といおれている）
が1段高い教授用椅子に座り，書物をよんでいる．
左側に小さく描かれているのは学生で，右側には
Galen，　Avicenna，　Hippocratesが歩いている様子
が描かれているという9）．
　図10．15世紀の講義風景．Chirurgia　magnaの
序章の前に置かれている．15世紀の手稿で，講義
中の人物は，恐らくGuyであろう．
　図11．Chirurgia　magnaの第1分冊「解剖」に
配された，14世紀の解剖風景で，14世紀の手稿で
ある．助手が執刀し，もう1人の助手が内蔵を探っ
ている．教授は，書物を左手に持ち，右手の棒で，
聴講する医師に説明しているところであるが，い
ろいろな面からみて興味深い図版である．
　図12．第3分冊「創傷」にある15世紀の手稿で
ある．左側の3人が患者で，1人は左膝を押え，
1人は眼に包帯して杖をついており，もう1人は
左腕から血が流れている．診察しているのは，恐
らくGuyであろう。
　図13．第5分冊「骨折と脱臼」に収められた15
世紀の手稿で，腕と足を怪我した2人の患者を診
察している風景である．
　図14．第7分冊「解毒剤（薬剤）」の中にみられ
る15世紀の手稿で，薬局の様子を表現したもので
ある．左側の助手は製剤中で，右側の助手は戸外
で薬草の手入れを行っており，中央の薬剤師がそ
れぞれに，指示を与えているところである．第7
分冊にはさらに，「潟血」の章に黄道12宮（獣帯）
の図が掲載されているが，省略する．
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